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川口雅一・鈴木民夫 
遺伝性色素異常症のスキルアッ
プ 「診断のポイントと最新の
知見」 

MB Derma 203 79-84 2013 

大磯直毅 
皮膚科日常診療レベルアップエ
ッセンス Ⅱ章 治療 15. 尋
常性白斑 

皮膚科の臨床   55(11)(増) in press 2013 

大磯直毅 
新・皮膚科セミナリウム 色素
異常症の診断と治療 2 尋常性
白斑 

日皮会誌   123(9) 1765-1772 2013 

大磯直毅 
臨床医にとっての研究 基礎研
究的手法を用いた色素異常症の
病態解析 

日皮会誌 
  

in press 
  



大磯直毅 
わかりやすい色素異常症 尋常
性白斑研究と臨床的意義 

日皮会誌 
  

in press 
  

竹内聖二、中野英司、山下大
介、井川健、森田明理、苅田
典生、錦織千佳子 

軽症型A群色素性乾皮症の 1例 小児皮膚科 in press 
 

中野英司、錦織千佳子 
光老化のモデルとしての色素性
乾皮症 

医学のあゆみ in press 

鈴木民夫、林 昌浩 
新・皮膚科セミナリウム色素異
常症の診断と治療 遺伝性対側
性色素異常症 

日本皮膚科学会誌 123 巻 1757-1763 2013 

髙田智也、佐野栄紀 
白斑に対する 1mm ミニグラウ
フト：採皮部への術前紫外線照
射の有効性について 

MB Derma 203 85-88 2013 

 


